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Q01a 「あかり」中間赤外線全天サーベイdiffuseマップ
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我々は「あかり」9um帯および 18um帯での中間赤外線全天サーベイデータから、精確な diffuseマップの作成
を行っている。既存の点源カタログ作成用処理に加えて、大西洋磁気異常帯 (SAA)における放射線ヒットの影響
の補正、離角 40°にも渡る月の迷光の補正、明るい天体の迷光の補正等の処理を追加することにより、淡い構造
の真偽の定量的な判定や、数度～数十度の広いスケールに渡る diffuse構造の議論を可能にするとともに、データ
解析の副産物として、装置設計に対して有用な feedback情報を得ている。
「あかり」中間赤外線サーベイデータは、過去の IRASサーベイを 1桁上回る感度と空間分解能で全天を塗り替
える。とくに 9um帯のマップは、IRASやWISEとは観測波長が異なり、全天に渡る PAHのトレーサーとして
唯一のものであり、恒久的価値がある。WISEでも技術的困難の為あきらめられている、較正済全天 diffuseマッ
プを作成し、「あかり」でしかできないサイエンスを行う価値は高い。


